
令和６年度
下呂特別支援学校公開講座報告

日時 令和６年７月２２日（月）１３：３０～１５：３０

演題 障がいのある児童生徒の包括的性教育

講師
日本福祉大学 教育・心理学部

教授 伊藤 修毅 氏

〈参加者の感想（抜粋）〉

・包括的なセクシュアリティ教育の重要性を学べた。否定、禁止ではなく、
考えさせる力を付けさせたい。
・性教育って、伝えにくいことや話しにくいことがあってあまり得意ではな
いけれど、正しい言葉や知識を積み、子どもたちの正しい学びに繋げたい
と感じた。
・障がいのある子どもたちに限らず、性に関するポジティブな指導の在り方
を学ぶことが出来たと感じている。
・自分の体のことは自分で決める権利があるということを改めて学んだ。
・学校での性教育を職員間で共通理解しながら、進めていきたい。

本校の受講の様子

障がいのある児童生徒に対して、どのように性につい
ての指導をしていくとよいのかや、性教育に関する最新
情報等ついてお話していただきました。オンラインで下
呂市内外から、たくさんの先生方に参加していただき、
多くの学びや新たな視点を得ることができました。
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